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１．はじめに 
本研究の目的は，美術館の歴史と機能を調査し，社会における美術館の役割，展示作品
である絵画芸術と個人の関わりを考察することである。とくに，徳島県にある大塚国際美
術館，またテオドール・ジェリコーの「メデューズ号の筏」に注目して詳しく分析する。 
現代の美術館の大きな役割は生涯学習の場であるといわれている。人々が心豊かに生き
ていくために美術館はどのような役割を果たしているのかを考えたい。また展示作品は過
去と現代そして未来への時間軸を有するとともに，その生まれた場所，地域や社会といっ
た空間を反映している。美術館の主な目的が，観客を楽しませることではなく教育するこ
とにあるならば，この時間軸と空間軸の広がりを感じることが大切なのではないかと考え
る。美術館の展示作品，とりわけ絵画芸術と人々の関わりを明らかにしたい。 
 本研究をするにあたって，まず文献資料によって美術館の歴史と機能を知る（２と３）。
次に，大塚国際美術館について，現地調査，作品鑑賞とともに，聞き取り調査により，そ
の特性を考察する（４）。最後に，社会および個人の中での絵画芸術の意味を自身の体験を
もとに考察する（５）。 
 
２．美術館の歴史と機能 
美術館は人間が生み出してきた造形芸術の展示と学習，また発表の場である。美術作品
の展示を通して鑑賞者は作家と時間を超えて対話することができる。そこには美術館とい
う，美術作品を鑑賞する触媒としての機能を有する装置が必要である。 
 美術館は，鑑賞者に対し「ものを見せる」空間であることは今も昔も変わらない本質的
な役割である。この意識はずいぶん長い間展示活動を支配してきたが，近代の美術館は「も
のを見せる」だけの存在から，活動し，発表し，学習する場となり，精神を憩う場へと変
化してきた。王侯や貴族たちの独占物から，公共のコレクションへとかわっていき，美術
館の機能は収集や保存だけでなく，コレクションの展示や教育が重要な機能となっている。
誰もが知的欲求を満たすことのできる環境へと変化していった。 
 日本では，とくに戦後，それも最近 30 年余のあいだに急速に美術館に関する考え方，取
り組み方が変化してきた。単にコレクションを開示するという従来の手法ではなく，共有
財産である美術作品をともに学ぶ姿勢へと，社会の要請に応えて変更が進められている。
少子高齢化により，生涯教育の充実が叫ばれるようになり，行政では学校建設から生涯学
習施設へと教育予算を振り替える傾向も見られる。生涯学習を展望して，すべての人に対
して開かれた美術館にするため，欧米の先進的な美術館の諸機能やその事例にならい施設
の充実をはかっているのである。このように美術館の機能は時代とともに変化してきた。 
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 図１ 日本の国立・公立美術館の分布 
出所：筆者作成（2013 年現在） 
 
図２ 都道府県別国立・公立美術館数 
出所：筆者作成（2013 年現在） 
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３．日本の主要な美術館 
美術館の多くは都市部に設置されている。日本の国立美術館（現在は「独立行政法人国
立美術館」が運営）は，東京と京都と大阪にしか設置されていない。現在，東京国立近代
美術館，国立西洋美術館（東京），国立新美術館（東京），京都国立近代美術館，国立国際
美術館（大阪）の５館ある。 
図１より公立美術館のほとんどが都道府県の行政中心都市に設置されていることがわか
る。公立とはいえ，鑑賞者がいなくては美術館としての機能を果たすことはできず，集客
というのは美術館にとって重要な課題である。したがって，交通の便がよい場所に設置す
るほうがよい。また，公立美術館の立地を調べると，公園内やその他の文化施設と隣接し
て設置されている場合が多いことに気づいた。これは，美術館に入る前から日常とは切り
離された文化的空間に浸るため，また浸った後の余韻を持続させるための工夫なのではな
いかと考える。集客のためには都市部に設置すべきだが，美術館という日常から切り離さ
れた空間で美術作品との交感を楽しむためには，できるだけ日常の喧騒とは離れた場所に
設置すべきであり，その結果として公園内やその他文化施設と隣接した場所に設置される
場合が多いのではないか。 
図２の都道府県別国立・公立美術館数から，兵庫県には東京都に次いで美術館が多くあ
ることがわかる。 
 
４．大塚国際美術館の特性 
 徳島県鳴門市にある大塚国際美術館の最大の特徴は，展示作品が全て陶板でできている
ことである。古代の壁画から現代絵画まで，世界 25 か国 190 余の美術館が所蔵する西洋名
画 1,074 点を大塚オーミ陶業株式会社の特殊技術によって，原寸大に複製している。つま
り，大塚国際美術館の展示作品はすべてレプリカということになるが，その再現技術は非
常に優れており，企業の技術力の高さのアピールにもつながっている。元来のオリジナル
作品の場合，近年の環境汚染や地震，火災などから退色劣化が免れないが，陶板名画は約
2000 年以上にわたってそのままの色と姿で残る。これからの文化財の記録保存のあり方に
貢献する可能性を秘めている。 
展示方法にも特徴がある。陶板名画は，環境展示，系統展示，テーマ展示の３つのユニ
ークな方法で展示されている。環境展示は，古代の遺跡や教会などの壁画を実物が存在す
る環境空間そのままに再現した立体的展示方法である。系統展示は，古代から現代にいた
るまで，西洋美術の変遷にしたがって，歴史的に系統的に展示する方法である。テーマ展
示は，人間にとって根源的かつ普遍的なテーマを設定し，作品の時代を超えて古今の画家
たちの描いた代表的な作品を展示する方法である。たとえば，「トロンプ・ルイユ（だまし
絵）」，「食卓の情景」のようなテーマがある。これら３つの展示方法は，来館者をよりよい
鑑賞に誘導している。 
 
５．絵画芸術の意味 
 私が気に入っている「メデューズ号の筏」を通して，絵画芸術と社会の関係性を探る。 
 人々にとっての絵画芸術の役割は，時間軸と空間軸の交わった場所に身を置き，作品と
の対話を通して，自分とも向き合えることである。鑑賞者の目の前にある絵画は，現時点
より前，数年前，10 年前，100 年前，あるいは何百年も前につくられたものであり，長い
間の歴史を背負っている。その作品は，これまでの時間の流れを有しているのである。ま
た，絵画には，その生まれた場所，地域，社会も反映されている。 
「メデューズ号の筏」という作品（写真１）はテオドール・ジェリコーが 1819 年に完成
した大作で，社会的，政治的にスキャンダルになった大きな海難事故が描かれている。1816
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年７月，兵士と植民地移住者を乗せて，アフリカの植民地セネガルに向かうフランスのフ
リゲート艦メデューズ号が，セネガル北方ブラン岬の沖合で座礁する（図３）。全員艦を脱
出するが，400 名のうち 150 名は救命ボートに乗れず急造の筏に乗り，16 日間漂流する。
殺し合いがあり，人肉喰いがあり，凄惨を極めた果てに，生還者はわずか 15 人であった。
事件は国際的スキャンダルとなり，フランス復古王政の当局指揮下にあったフランス軍指
揮官の無能が遠因になったとされた。 
ジェリコーが生きていた時代は，市民革命を契機に，社会が個人を基盤に据える構造へ
と次第に移っていくにつれて，人間の孤立が進行していった時代である。神の権威，古い
秩序の権威が後退し，それらが信頼されるに足る力をもたなくなったとき，自分自身に拠
って立つほかない個人として認められた人間は孤立を深めた。ジェリコーはこうした人間
のあり方を抱え込み，死の淵へと接近していったに違いない。「メデューズ号の筏」は，ジ
ェリコー自身，また当時の社会を抱えこんでいるのである。 
こうした人間の孤立は現代にも通じるものがある。つまり絵画芸術は，歴史という時間
の流れと，もう一方で社会といった空間的な広がりを反映して，鑑賞者の前に存在する。
この時間軸と空間軸の交わりを感じ，作品と対話することにより，鑑賞者は自分自身を見
つめることができるのである。 
 
 
写真１ テオドール・ジェリコー「メデューズ号の筏」 
（大塚国際美術館，2013 年 12 月 27 日(金)撮影） 
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 図３ メデューズ号の航路（1816 年） 
出所：筆者作成 
 
６．おわりに 
本研究では，大塚国際美術館の分析を通して，社会における美術館の役割，展示作品で
ある絵画芸術と個人との関わりを考察した。 
 絵画芸術は，王侯や貴族たちの独占物から公共のコレクションへとかわってきた。美術
館の機能は収集や保存だけでなく，コレクションの展示や教育が重要な機能となっている。
日本には多くの美術館があるが，存亡の危機に立たされる美術館も多く，他の美術館との
差別化が図られている。 
大塚国際美術館の展示作品は，すべてレプリカではあるが，原寸大の西洋名画を鑑賞す
ることができる。環境展示，系統展示，テーマ展示の３つの特徴的な展示方法があり，鑑
賞者を誘導している。 
絵画芸術を鑑賞することは，時空を超えた作品との対話である。絵画芸術と対話するた
めには，作品が有する時間の流れと空間の広がりを知るべきである。この対話を通して，
鑑賞者は豊かな感性を育てることができるのである。 
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